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■環境省
ＥＴＶ事業セミナー

環境省は８月25日（月）午後１時
30分から東京都中央区日本橋人形
町の日本橋社会教育会館でＥＴＶ事
業セミナー ｢省エネルギー証明技術
の研究・実証動向｣を開催。省エネル

ギー証明技術の開発・研究者、また、
関連製品・技術の選定採用等の従事
者を対象に参加者を募集している。

（運営・（一財）建材試験センター）
環境省では、「既に市場で利用・販

売されているが、環境保全効果等に
ついて客観的評価がなされていない
技術について、第三者が客観的に試
験を行うなどしてその効果を示すこ
とにより、それら技術の普及を図る」
ことを目的として、「環境技術実証事
業（ＥＴＶ事業）」を行っている。

同事業の一つの分野として、地球
温暖化対策技術分野（照明用エネル
ギー低減技術（反射板・拡散板等））が
2011年度に設置され、「日常業務ま
たは日常生活に求められる光環境の
実現に必要なエネルギー消費量の低
減効果が得られるもの」を対象とし
て、技術の実証をしている（分野名は
2013年度から「地球温暖化対策技術
分野（照明用エネルギー低減技術）」
に変更） 。

この分野では照明エネルギーの低
減に資する技術のうち、事業目的に
該当するものを対象として実証を行
い、今年度は 2014年８月中旬以降か
ら対象とする技術を募集する予定。
公募の開始にあたり、環境技術に関
連する政策動向ならびにこの技術分
野に関連する実証および研究動向な
どについて、主催者、学識者などが説
明する環境省主催のセミナーを開催

する。
講師と内容は次の通り。
▽環境省（総合環境政策局総務課

環境研究技術室調整係）・宮下康彦
「環境技術実証事業の概要と今後の
展開」

▽千葉工業大学（工学部建築都市
環境学科教授）・望月悦子（技術実
証検討会座長）「建築のゼロエネル
ギー化に向けた照明の課題」

▽ものつくり大学（建設学科講
師）・伊藤大輔（技術実証検討会検討
員）「昼光利用を支える要素技術」

▽静岡県工業技術研究所（機械科
長）・鈴木敬明（技術実証検討会分科
会検討員）「「昼光導入の際の室内照
度予測方法とその効果～光拡散型天
窓の事例」

▽（一財）建材試験センター（中
央試験所環境グループ主任）松原知
子・（経営企画部調査研究課）・野田
孝彰「実証対象技術および実証項目
の説明・実証申請の方法について」

定員100 名、参加費は無料（要事
前登録）。会場は日本橋社会教育会
館８階ホール（中央区日本橋人形町
１－１－17）。問い合わせは建材試
験センター・経営企画部調査研究課。
電話048－920－3814まで。申し込
みはＱＲコードのウェブページか
ら。

８月25日午後１時30分から
東京・日本橋人形町で

省エネ照明技術の研究
実証動向テーマに
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ＴＯＫＹＯ国際木工機械見本市
初の国土交通大臣賞を創設

　「２０１４ＴＯＫＹＯ国際木工機
械見本市」は、10 月 16 日（木）～
10 月 18 日の３日間、東京ビッグサ
イト西３ホールにて開催される。９
月 1 日に主催者の日本木工機械協同
組合が開催した記者会見によると、
今年は木工機械メーカーなど 53 社、
１８１小間が出展する。

　今年のトピックとしては、初めて
国土交通大臣賞を設けたことで、国
土交通大臣賞、林野庁長官賞、関東
経済産業局長賞、輸入機械優秀賞の
４つの賞を設けて、学識経験者から
成る審査員が評価。会場で表彰の授
与を行う。
　特別講演としてはドイツの機械
メーカーコンサルタントで住宅加工
分野のスペシャリストであるアルビ
ン・シエガルド氏による「ヨーロッ
パにおけるＣＬＴ製造・利用の最新
事情」を 16 日の 10 時半より開催。
　今年で第 40 回目を迎える同見本
市は隔年ごとに東京で開催されてお
り、名古屋で隔年で開催される日本
木工機械展（昨年開催）と並ぶ東日
本最大規模の見本市である。これま
で同見本市では精密機械の運送賃が
数十万以上と多額に及ぶことからパ
ネル展示も多い傾向もあったが、オ
リンピック需要とあいまって建設投
資と労働生産性を高めつつある日本
経済の動きと相まって、機械業界は
好調な動きもあり、装置産業とも言
われる住宅資材の分野は着工減にも
関わらず設備投資は好調である。こ
うした動きの中で、情報の中心地で
汎用性の高い機械の普及を促進して
いくのは必然的な流れであり、主催
団体の尽力もあって国交省では大臣
賞の創設に協力する運びとなった。
　今年は出展社ブースにおける実機

の展示が８割以上と実機の展示比率
の高いことが特徴。その背景として
は、今年はじめて出展社の助成制度
を設けて往路の運賃を展示会側が負
担することになったことがある。７
月にはブースが全て埋まり好評を博
したことから、２年後の開催時には
面積の広い東ホールを借りて更なる
出展者の増加を図る予定である。

原田博光　理事長




